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会
話
に
お
け
る
フ
ィ
ラ
ー
「
な
ん
か
」
の
機
能

日
本
語
学
研
究
室　

〇
四
二
七　

尾
美　

彩
奈

　

本
研
究
は
、
若
者
の
会
話
で
出
現
す
る
フ
ィ
ラ
ー
「
な
ん
か
」
の
機
能

を
五
つ
に
分
類
し
、「
な
ん
か
」
の
使
用
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
た
三

つ
の
文
脈
以
外
の
要
素
（「
話
し
手
の
性
別
」「
会
話
に
参
加
し
て
い
る
人

数
」「
話
し
手
の
心
情
」）
と
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
。
調
査
に
は
、
若
者
の
日
常
生
活
の
様
子
を
記
録
し
た
テ
レ
ビ

番
組
「
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
」
を
資
料
と
し
て
使
用
し
た
。

　

フ
ィ
ラ
ー
「
な
ん
か
」
の
機
能
を
、
先
行
研
究
を
参
考
に
し
、
話
し
手

寄
り
か
聞
き
手
寄
り
か
と
い
う
観
点
で
、「
話
し
手
中
心
型
」「
聞
き
手
意

識
型
」「
聞
き
手
中
心
型
」
の
三
つ
に
分
け
た
。
さ
ら
に
、「
間
つ
な
ぎ
」

（
話
し
手
中
心
型
）、「
注
意
喚
起
」「
発
話
権
保
持
」（
聞
き
手
意
識
型
）、

「
不
明
確
さ
の
表
明
」「
曖
昧
化
」（
聞
き
手
中
心
型
）
の
五
つ
に
細
分
し

た
。

　

分
析
の
結
果
、
女
性
は
男
性
よ
り
も
「
注
意
喚
起
」
の
「
な
ん
か
」
を

多
く
用
い
て
お
り
、「
話
し
手
の
性
別
」
に
よ
る
使
用
の
差
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
ま
た
、言
葉
を
選
ん
で
話
し
て
い
る
場
面
で
は
、「
曖
昧
化
」

の
占
め
る
割
合
が
高
く
、そ
う
で
は
な
い
通
常
の
場
面
で
は
、「
注
意
喚
起
」

の
割
合
が
高
く
「
曖
昧
化
」
の
割
合
は
低
く
、「
話
し
手
の
心
情
」
と
の

間
に
関
係
が
あ
る
と
考
え
た
。「
会
話
に
参
加
し
て
い
る
人
数
」
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
特
に
傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

本
研
究
で
は
、先
行
研
究
に
は
な
い
新
た
な
視
点
で
分
析
し
、「
な
ん
か
」

の
機
能
と
文
脈
以
外
の
要
素
と
の
関
係
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　

小
学
校
国
語
科
教
科
書
に
お
け
る
女
性
語
に
つ
い
て

日
本
語
学
研
究
室　

〇
四
四
〇　

桑
村　

優
里

　

本
研
究
は
、
小
学
校
国
語
科
教
科
書
（
平
成
二
十
三
年
度
使
用
）
を
対

象
と
し
、
終
助
詞
に
着
目
し
て
女
性
の
言
葉
遣
い
を
調
査
し
た
。
国
語
科

教
科
書
の
調
査
結
果
と
先
行
研
究
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
シ
ナ
リ
オ
を
対
象

と
し
た
調
査
結
果
を
比
べ
、
国
語
科
教
科
書
で
女
性
が
使
用
す
る
終
助
詞

の
特
徴
を
分
析
し
、
指
導
上
の
留
意
点
を
考
察
し
た
。
教
科
書
全
体
の
分

析
に
加
え
、
低
・
中
・
高
学
年
ご
と
の
分
析
、
発
話
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ご
と

の
分
析
を
行
っ
た
。

　

使
用
さ
れ
て
い
る
終
助
詞
の
種
類
や
多
用
さ
れ
て
い
る
終
助
詞
に
つ
い

て
は
、
国
語
科
教
科
書
と
シ
ナ
リ
オ
で
違
い
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
国

語
科
教
科
書
も
シ
ナ
リ
オ
も
「
よ
」「
ね
」「
の
」
の
使
用
が
多
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
教
科
書
全
体
、
低
・
中
・
高
学
年
ご
と
、
発
話
キ
ャ
ラ
ク
タ
ご

と
で
見
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
終
助
詞
「
か
な
」
の
使
用
は
シ

ナ
リ
オ
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
発
話
キ
ャ
ラ
ク
タ
ご
と
に
分
析

す
る
と
、「
か
な
」
は
国
語
科
教
科
書
に
学
習
の
手
引
き
等
で
登
場
す
る
女

児
が
多
く
使
用
す
る
終
助
詞
だ
と
分
か
っ
た
。
女
児
は
ど
の
学
年
に
も
多

く
登
場
し
て
い
た
。
そ
の
他
の
発
話
キ
ャ
ラ
ク
タ
で
は
、
お
ば
あ
さ
ん
に
は

「
さ
」の
使
用
が
多
く
、お
母
さ
ん
の
使
用
す
る「
よ
」に
は
女
性
的
な「
よ
」

と
男
女
共
通
し
て
使
う
「
よ
」
と
命
令
形
に
つ
く
「
よ
」
が
あ
っ
た
。

　

性
別
に
よ
る
言
葉
遣
い
を
教
え
る
時
は
子
ど
も
が
身
近
で
な
い
と
感
じ

て
心
情
的
に
寄
り
添
い
に
く
く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
偏
っ
た
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
の
形
成
を
し
な
い
よ
う
に
し
た
り
す
る
注
意
が
必
要
で
あ
る
。


